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 以上の知見を踏まえ、第 3 章では「コミュニティ避難計画モデル（CEP-21J Model: 










































































































本申請者は本学学位規程第 18 条第 1項該当者である。審査委員会は論文審査並びに口頭
試問（2012 年 6 月 22 日（金）13:00～14:00、洋洋館 977 教室）および公聴会（2012 年 7









響を見据えて―」『地域学研究』第 41 巻第 1号、2011 年 8 月、219-233 頁 
（２）豊田祐輔、大槻知史、鐘ヶ江秀彦「緊急避難場所として千本釈迦堂を開放した場合
の避難経路の短縮による地域の安全確保に関する研究」『歴史都市防災論文集』
Vol.3、2009 年 6 月、259-266 頁 
（３）豊田祐輔、鐘ヶ江秀彦「住民参加型防災マップづくりのコミュニティ防災への効果
に関する研究」『立命館国際地域研究』第 35 号、2012 年 3 月、25-44 頁 
 また、本論文では英語文献が適切に引用されていること、上記以外ではあるが論文査読
付きの国際会議において学術発表を重ねていることを審査委員会で確認するとともに、
TOEIC スコアの 970 点（2011 年 10 月）を踏まえ、本申請者は十分な外国語能力を有してい
ると判断した。 
 以上より、審査委員会は総合的に判断し、本申請者に対して、本学学位規程第 18 条第 1
項に基づいて、「博士（政策科学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判
断した。 
